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令 和 ２ 年 5 月 20 日 

 

 

 

各 都道府県知事 殿 

 

 

 

           厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長  

        （ 公 印 省 略 ）   

 

 

 

「強度行動障害支援者養成研修事業の実施について（運営要領）」の一部改正について 

 

 

 

「強度行動障害支援者養成研修事業の実施について（運営要領）（平成 29 年

８月３日障発 0803 第１号当職通知）」の一部を別添のとおり改正し、令和２年

４月１日から適用することとしたので通知する。 

なお、令和２年４月１日から令和３年３月 31 日までの間は、この通知によ

る改正後の別紙１又は別紙２に定める内容に代えて、この通知による改正前の

別紙１又は別紙２に定める内容により、当該事業を実施することができる。 
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（別添） 

強度行動障害支援者養成研修事業の実施について（運営要領） 新旧対照表 
 

改正後 現行 

障発０８０３第１号 

平成２９年８月３日 

一部改正  障発０５０７第４号 

令和元年５月７日 

一部改正 障発０５２０第１号 

令和２年 5 月２０日 

 

 

 

 各都道府県知事 殿 

 

 

 

           厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長 

                   （公 印 省 略） 

 

 

 

強度行動障害支援者養成研修事業の実施について（運営要領） 

 

   障発０８０３第１号 

平成２９年８月３日 

一部改正  障発０５０７第４号 

令和元年５月７日 

 

 

 

 

 

 各都道府県知事 殿 

 

 

 

           厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長 

                   （公 印 省 略） 

 

 

 

強度行動障害支援者養成研修事業の実施について（運営要領） 
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改正後 現行 

行動障害を有する者のうち、生活環境への著しい不適応行動を頻回に示す、いわゆ

る｢強度行動障害｣を有する者に対する支援者養成研修については、厚生労働省社会・

援護局障害保健福祉部長通知｢地域生活支援事業等の実施について(障発第 0801002

号)｣(以下「実施要綱」という。)において、都道府県地域生活支援促進事業の｢強度

行動障害支援者養成研修（基礎研修）事業｣及び｢強度行動障害支援者養成研修（実践

研修）事業｣として位置づけられたところである。 

この実施要綱において、当該研修事業の内容は｢運営要領等に基づき実施する研修

事業｣としていたところであるが、事業内容等については、下記のとおりとするので

御了知の上、研修事業の適正かつ円滑な実施を図られたい。 

なお、本通知の施行に伴い、「強度行動障害支援者養成研修事業の実施について

（運営要領）」（平成 27 年 3 月 3 日障発 0303 第 2 号厚生労働省社会・援護局障害

保健福祉部長通知）は、廃止する。 

 

 

記 

 

１、２ （略） 

 

３．研修対象者等 

（１）基礎研修 

（ア）研修対象者 

原則として、障害福祉サービス事業所等において、知的障害、精神障害のあ

る児者を支援対象にした業務に従事している者、若しくは今後従事する予定

行動障害を有する者のうち、生活環境への著しい不適応行動を頻回に示す、いわゆ

る｢強度行動障害｣を有する者に対する支援者養成研修については、厚生労働省社会・

援護局障害保健福祉部長通知｢地域生活支援事業等の実施について(障発第 0801002

号)｣(以下、「実施要綱」という。)において、都道府県地域生活支援促進事業の｢強

度行動障害支援者養成研修（基礎研修）事業｣及び｢強度行動障害支援者養成研修（実

践研修）事業｣として位置づけられたところである。 

この実施要綱において、当該研修事業の内容は｢運営要領等に基づき実施する研修

事業｣としていたところであるが、事業内容等については、下記のとおりとするので

御了知の上、研修事業の適正かつ円滑な実施を図られたい。 

なお、本通知の施行に伴い、「強度行動障害支援者養成研修事業の実施について

（運営要領）」（平成 27 年 3 月 3 日障発 0303 第 2 号厚生労働省社会・援護局障害

保健福祉部長通知）は、廃止する。 

 

 

記 

 

１、２ （略） 

 

３．研修対象者等 

（１）基礎研修 

（ア）研修対象者 

原則として、障害福祉サービス事業所等において、知的障害、精神障害の

ある児者を支援対象にした業務に従事している者、もしくは今後従事する予
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改正後 現行 

のある者又は障害福祉サービス事業所等の連携医療機関等において治療に当

たる医療従事者とする。 

（イ）、（ウ）（略） 

（２）実践研修 

（ア）研修対象者 

基礎研修を修了した者のうち、原則として、障害福祉サービス事業所等にお

いて、知的障害、精神障害のある児者を支援対象にした業務に従事している

者、若しくは今後従事する予定のある者又は障害福祉サービス事業所等の連

携医療機関等において治療に当たる医療従事者とする。 

（イ）、（ウ）（略） 

 

４．研修テキスト 

本研修テキストについては、標準的なカリキュラムに沿った内容のテキストと

する。 

なお、特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワークが、令和元年度障害者

総合福祉推進事業「強度行動障害支援者養成研修の効果的な研修実施のための教

材開発等に関する研究」において本研修テキストを作成しており、成果物は特定

非営利活動法人全国地域生活支援ネットワークのホームページで公開しているの

で活用されたい。 

※特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワークのホームページ 

https://blog.canpan.info/shien-net/archive/98 

 

 

定のある者とする。 

 

（イ）、（ウ）（略） 

（２）実践研修 

（ア）研修対象者 

基礎研修を修了した者のうち、原則として、障害福祉サービス事業所等にお

いて、知的障害、精神障害のある児者を支援対象にした業務に従事している

者、もしくは今後従事する予定のある者。 

 

（イ）、（ウ）（略） 

 

４．研修テキスト 

本研修テキストについては、標準的なカリキュラムに沿った内容のテキストと

する。 

なお、独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園(以下「のぞみの

園」という。)が｢強度行動障害支援者養成研修(基礎研修)テキスト｣及び｢強度行

動障害支援者養成研修(実践研修)テキスト｣を作成しており、成果物は厚生労働

省のホームページで公開するので活用いただきたい。 

製本したテキストを希望する場合は、購入方法等の詳細について、のぞみの園

にご照会願いたい(※)。 

 

※ (照会先) 

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

https://blog.canpan.info/shien-net/archive/98
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改正後 現行 

 

 

５．修了証書の交付 

（１）、（２）（略） 

 

（３）令和２年４月１日から令和３年３月 31 日までの間は、この運営要領

による改正前のカリキュラムの内容以上の内容を有する基礎研修又は

実践研修を修了し、都道府県知事又は指定研修事業者から当該研修を

修了したものとして修了証書の交付を受けた者は、この運営要領によ

る改正後の基礎研修又は実践研修を修了し、都道府県知事又は指定研

修事業者から修了証書の交付を受けた者とみなす。 

 

６ （略） 

 

７．事業報告書の提出 

事業の実施状況等について、都道府県が実施する研修事業については、平成 21

年８月 25 日付け厚生労働事務次官通知「地域生活支援事業費補助金及び障害者総

合支援事業費補助金の国庫補助について（厚生労働省発障 0825 第１号）」（以下

「交付要綱」という。）に定める様式による事業報告書を提出すること。 

（略） 

 

８～12 （略） 

      事業企画局研究部 (電話 027-320-1445、FAX 027-320-1391) 

 

５．修了証書の交付 

（１）、（２）（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ （略） 

 

７．事業報告書の提出 

事業の実施状況等について、都道府県が実施する研修事業については、平成 21

年８月 25 日付け厚生労働事務次官通知「地域生活支援事業費補助金及び障害者総

合支援事業費補助金の国庫補助について（厚生労働省発障 0825 第１号）」（以下、

「交付要綱」という。）に定める様式による事業報告書を提出すること。 

（略） 

 

８～12 （略） 
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改正後 現行 

 

（別紙１） 

強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）カリキュラム 

科目名 時 間

数 

内容 

Ⅰ 講義 6.5 

１ 強度行動障害

がある者の基本

的理解 

1.5 ①強度行動障

害の理解 

 

支援の基本的考え方 

強度行動障害の状態 

行動障害が起きる理由 

障害特性の理解 

２ 強度行動障害

に関する制度及

び支援技術の基

礎的な知識 

5 ②研修の意義 行動障害と虐待防止 

家族の気持ち／実践報告 

③支援のアイ

デア 

障害特性に基づいた支援 

④チームプレ

イの基本 

チームプレイの必要性 

⑤実践報告 児童期及び成人期における支援

の実際 

Ⅱ 演習 5.5 

 

１ 基本的な情報

収集と記録等の

共有 

1 ①基本的な情

報収集 

行動を見る視点 

    

（別紙１） 

強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）カリキュラム 

科目名 時 間

数 

内容 

Ⅰ 講義 6 

１ 強度行動障害

がある者の基本

的理解 

2.5 ①強度行動障

害とは 

本研修の対象となる行動障害 

強度行動障害の定義 

強度行動障害支援の歴史的な流

れ 

知的障害／自閉症／精神障害と

は 

行動障害と家族の生活の理解 

危機管理・緊急時の対応 

②強度行動障

害と医療 

強度行動障害と精神科の診断 

強度行動障害と医療的アプロー

チ 

福祉と医療の連携 

２ 強度行動障害

に関する制度及

び支援技術の基

礎的な知識 

3.5 ③強度行動障

害と制度 

自立支援給付と行動障害 ／ 

他 

（例）支援区分と行動関連項目・

重度訪問介護の対象拡大・発達障

害者支援体制整備・強度行動障害

支援者養成研修 
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改正後 現行 

２ 行動障害があ

る者の固有のコ

ミュニケーショ

ンの理解 

3 ②チームプレ

イの基本 

支援手順書に基づく支援の体験 

 

③強度行動障

害の理解 

困っていることの体験 

３ 行動障害の背

景にある特性の

理解 

1.5 ④特性の分析 特性の把握と適切な対応 

 

合計 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④構造化 構造化の考え方 

構造化の基本と手法 

構造化に基づく支援のアイディ

ア 

⑤支援の基本

的な枠組み

と記録 

支援の基本的な枠組み 

支援の基本的なプロセス 

アセスメント票と支援の手順書

の理解 

記録方法とチームプレイで仕事

をする大切さ 

⑥虐待防止と

身体拘束 

虐待防止法と身体拘束について 

強度行動障害と虐待 

⑦実践報告 児童期における支援の実際 

成人期における支援の実際 

Ⅱ 演習 6 内容 

１ 基本的な情報

収集と記録等の

共有 

1 ①情報収集と

チームプレ

イの基本 

情報の入手とその方法 

記録とそのまとめ方と情報共有 

アセスメントとは 

２ 行動障害があ

る者の固有のコ

ミュニケーショ

ンの理解 

2.5 ②固有のコミ

ュニケーシ

ョン 

様々なコミュニケーション方法 

コミュニケーションの理解と表

出 

グループ討議／まとめ 
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改正後 現行 

 

 

 

 

 

 

（別紙２） 

強度行動障害支援者養成研修（実践研修）カリキュラム 

科目名 時 間

数 

内容 

Ⅰ 講義  3.5 

１ 強度行動障害の

ある者へのチー

ム支援 

3 ①支援を組み

立てるため

の基本 

強度行動障害の支援に必要な知

識 

 

②組織的なア

プローチ 

組織的なアプローチの重要性 

２ 強度行動障害と

生活の組み立て 

0.5 ③実践報告 チームによる支援の実際 

Ⅱ 演習 8.5  

１ 障害特性の理解

とアセスメント 

3 ①アセスメン

トの方法 

具体的なアセスメントの方法 

障害特性に基づくアセスメント 

２ 環境調整による

強度行動障害の

支援 

3 ②手順書の作

成 

アセスメントに基づく支援手順

書の作成 

３ 行動障害の背

景にある特性の

理解 

2.5 ③行動障害の

背景にある

もの 

感覚・知覚の特異性と障害特性 

行動障害を理解する氷山モデル 

グループ討議／まとめ 

合計 12 

 

 

（別紙２） 

強度行動障害支援者養成研修（実践研修）カリキュラム 

科目名 時 間

数 

内容 

Ⅰ 講義  4 

１ 強度行動障害の

ある者へのチーム

支援 

2 ①強度行動障

害支援の原

則 

チームによる支援の重要性 

支援の６つの原則 

地域で強度行動障害の人を支え

る 

２ 強度行動障害と

生活の組み立て 

2 ①行動障害の

ある人の生

活と支援の

実際 

行動障害のある人の家族の想い 

日中活動場面における支援 

夕方から朝にかけての支援 

外出場面における支援 

Ⅱ 演習 8  

１ 障害特性の理解

とアセスメント 

2.5 ①障害特性と

アセスメン

ト 

障害特性の理解 

障害特性に基づくアセスメント 

行動の意味を理解する 
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改正後 現行 

３ 記録に基づく支

援の評価 

1.5 ③記録の分析

と支援手順

書の修正 

記録の方法 

記録の分析と支援手順書の修正 

４ 危機対応と虐待

防止 

1 ④関係機関と

の連携 

関係機関（医療機関等）との連携

の方法 

合計 12  

 

 

 

 

 

（別紙３）～（別紙８）（略） 

２ 環境調整による

強度行動障害の支

援 

3.5 ①構造化の考

え方と方法 

強みや好みを活かす視点 

構造化の考え方 

構造化の方法 

３ 記録に基づく支

援の評価 

1 ①記録の収集

と分析 

行動の記録の方法 

記録の整理と分析 

再アセスメントと手順書の修正 

４ 危機対応と虐待

防止 

1 ①危機対応と

虐待防止 

危機対応の方法 

虐待防止と身体拘束 

合計 12  

 

（別紙３）～（別紙８）（略） 

 


